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講演会や大人数の研修会場として240人収容可能
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県内市町村の広報誌・生涯学習関係資料等の閲覧
ができる。障害者スポーツスペース、個人用の学
習机、多目的トイレあり。

地下ホールを生涯学習の場として提供。
詳しくは当センターまでお問い合わせください。
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要 覧要 覧要 覧

　本県生涯学習及び社会教育推進の中枢機関として、県民の生涯にわたる学習
活動を支援するとともに、関係職員の資質向上を図り、市町村及び関係機関・
団体との連携・協働による『｢学び｣と｢活動｣の橋渡し』に努め、持続可能な地
域づくりの実現に寄与する。

秋田県生涯学習センター
Akita Prefectural Lifelong Learning Center

令和６年度

研修・人材育成 シンクタンク 学習活動　
・情報発信

～３機能のネットワーク化による地域及び現代的課題解決へのアプローチ～
【事業推進テーマ】

運営の基本方針

センターの３機能



４　　月 ５　　月 ６　　月 ７　　月 ８　　月 ９　　月

1 月 休館日 1 水 1 土
地域取組 A1 
防災 D1

1 月 休館日 1 木 1 日

2 火 所内会議（１）事業室会議（１）
新任者オリエンテーション 2 木 2 日 2 火 2 金 2 月 休館日

3 水 3 金 憲法記念日 3 月 休館日 3 水 3 土
熟議ファシリ B4

3 火

4 木 4 土 みどりの日 4 火 4 木 4 日 4 水

5 金 5 日 こどもの日 5 水 5 金 5 月 休館日 5 木

6 土 6 月 振替休日 6 木 6 土
地域取組 A3 
熟議ファシリ B2

6 火 6 金

7 日 7 火 休館日 7 金 7 日 7 水 7 土
東大協力 E2

8 月 休館日 8 水 8 土 8 月 休館日 8 木 8 日

9 火 9 木 新任職員等基礎研修
（限定公開開始） 9 日 9 火 9 金 9 月 休館日

10 水 10 金 10 月 休館日 10 水 10 土 10 火

11 木 11 土 11 火 11 木 家庭教育支援指導者
等研修② 11 日 山の日 11 水

12 金 12 日 12 水 12 金 12 月 振替休日 12 木

13 土 13 月 休館日 13 木 13 土 13 火 休館日 13 金

14 日 14 火 14 金 14 日 14 水 14 土
障害生涯 C1 
防災 D3

15 月 休館日 15 水 15 土
地域取組 A2 
熟議ファシリ B1

15 月 海の日 15 木 15 日

16 火 16 木 16 日 16 火 休館日 16 金 16 月 敬老の日

17 水 17 金 17 月 休館日 17 水 17 土 17 火 休館日

18 木 18 土 あきたスマートカレッジ
開講記念講演 18 火 18 木 18 日 18 水

19 金 19 日 19 水
地域学校協働活動推
進員・地域連携担当
教職員等研修会

19 金 19 月 休館日 19 木

20 土 20 月 休館日 20 木 20 土
地域取組 A4 
熟議ファシリ B3

20 火 20 金

21 日 21 火 21 金 事業室会議（4） 21 日 21 水 21 土

22 月 休館日 22 水 22 土
防災 D2

22 月 休館日 22 木 22 日 秋分の日

23 火 23 木 23 日 23 火 事業室会議（5） 23 金 事業室会議（6） 23 月 振替休日

24 水 24 金 事業室会議（3） 24 月 休館日 24 水 市町村・公民館等職
員専門研修① 24 土

地域取組 A5
24 火 休館日

25 木 事業室会議（2） 25 土 25 火 25 木 25 日 25 水 事業室会議（7）

26 金 26 日 26 水 26 金 26 月 休館日 26 木 家庭教育支援指導者
等研修③

27 土 27 月 休館日 27 木 27 土
北条企画 F2

27 火 27 金

28 日 28 火 28 金 生涯学習支援システ
ム市町村職員研修② 28 日 28 水 市町村・公民館等職

員専門研修② 28 土
北条企画 F3

29 月 昭和の日 29 水 29 土
北条企画 F1

29 月 休館日 29 木 29 日

30 火 休館日 30 木 家庭教育支援指導者
等研修① 30 日 30 火 30 金 30 月 休館日

31 金 生涯学習支援システ
ム市町村職員研修① 31 水 31 土

東大協力 E1

令和６年度　生涯学習センター年間行事予定



10　　月 11　　月 12　　月 １　　月 ２　　月 ３　　月

1 火 1 金 1 日 1 水 元日・休館日 1 土 1 土

2 水 市町村・公民館等職
員専門研修③ 2 土

東大協力 E5
2 月 休館日 2 木 休館日 2 日 2 日

3 木 3 日 文化の日 3 火 3 金 休館日 3 月 休館日 3 月 休館日

4 金 4 月 振替休日 4 水 4 土 4 火 4 火

5 土
東大協力 E3

5 火 休館日 5 木 5 日 5 水 5 水

6 日 6 水 6 金 6 月 休館日 6 木 6 木

7 月 休館日 7 木 7 土
障害生涯 C4

7 火 7 金 7 金

8 火 8 金 8 日 8 水 8 土 8 土

9 水 9 土 9 月 休館日 9 木 9 日 9 日

10 木 10 日 10 火 10 金 10 月 休館日 10 月 休館日

11 金 11 月 休館日 11 水 11 土 11 火 建国記念の日 11 火

12 土
障害生涯 C2 

防災 D4
12 火 秋田県生涯学習・

社会教育研究大会 12 木 12 日 12 水 12 水

13 日 13 水 13 金 13 月 成人の日 13 木 13 木

14 月 スポーツの日 14 木 14 土
北条企画 F5

14 火 休館日 14 金 14 金

15 火 休館日 15 金 15 日 15 水 15 土 15 土

16 水 16 土
障害生涯 C3

16 月 休館日 16 木 16 日 16 日

17 木 17 日 17 火 17 金 17 月 休館日 17 月 休館日

18 金 18 月 休館日 18 水 18 土 18 火 18 火

19 土
東大協力 E4

19 火 19 木 19 日 19 水 19 水

20 日 20 水 20 金 20 月 休館日 20 木 20 木 春分の日

21 月 休館日 21 木 家庭教育支援指導者
等研修④ 21 土 21 火 21 金 事業室会議（12） 21 金

事業室会議（13） 

所内会議（２）

22 火 22 金 22 日 22 水 22 土 22 土

23 水 23 土 勤労感謝の日 23 月 休館日 23 木 23 日 天皇誕生日 23 日

24 木 24 日 24 火 24 金 事業室会議（11） 24 月 振替休日 24 月 休館日

25 金 事業室会議（8） 25 月 休館日 25 水 事業室会議（10） 25 土 25 火 休館日 25 火

26 土
北条企画 F4

26 火 26 木 26 日 26 水 26 水

27 日 27 水 事業室会議（9） 27 金 27 月 休館日 27 木 27 木

28 月 休館日 28 木 28 土 28 火 28 金 28 金

29 火 29 金 29 日 休館日 29 水 29 土

30 水 30 土
地域取組 A6

30 月 休館日 30 木 30 日

31 木 31 火 休館日 31 金 31 月 休館日



　  １ シンクタンク機能 

　県及び市町村生涯学習・社会教育の充実に資するため、現代的課題や地域課題の解決に向け
た広域的、中・長期的な視野に立った調査研究を実施するとともに、その研究成果を生かした
研修の企画や実施、成果の普及・啓発に努める。

　「障害者の生涯学習」に関する調査研究（６年次）
　　�　障害の有無にかかわらず一緒に学ぶことができる場づくりに焦点を当て、市町村や特別支援学校、
民間企業等と連携・協働したモデルとなる実践を行うとともに、個人や団体の活動を支援する体制を
整える。

　 社会教育状況調査
　　　市町村の生涯学習・社会教育の現状を把握するとともに、基礎資料とするための調査を実施する。

　 民間企業等との連携・協働
　　�　調査研究等に関する取組、各種研修等の企画・実施に際し、民間企業等とのコラボレーションに
より内容の充実を図る。　

　 大学との連携・協働
　　�　各種研修等の企画・実施に当たっては、これまでの取組の成果を生かし、秋田大学、日本赤十字
秋田短期大学等との連携・協働を継続・強化する。

　　�　また、秋田大学教育文化学部等の授業を担当することにより、職員の資質向上を図るとともに、
当センターのシンクタンク、研修・人材育成、学習活動推進・情報発信の３機能充実の一助とする。

　 関係機関との連携・協働
　　�　国及び県機関、県立学校、市町村立学校等との連携・協働に努めるとともに、市町村との協働に
よる実践研究に取り組む。

　当センターの適正な運営と円滑な事業の推進を図るため、学識経験者や生涯学習の実践者等
の委員を選任し、年２回の委員会を開催する。

（１）調査研究の推進・拡充

（２）多様な主体との連携・協働 

（３）運営委員会の開催

「障害者の生涯学習」に関する調査研究の推進



　地域課題や現代的課題（障害者の生涯学習・防災等）の解決に迫る関係職員研修を充実させる。

　 生涯学習・社会教育関係者研修　 ※会場はすべて生涯学習センター
　　【年間研修テーマ】　「人づくり・つながりづくり・地域づくりの好循環を目指して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ゆるやかなネットワークによる社会教育の充実～」
　　□新任職員等基礎研修
　　　『必修！社会教育行政の役割と可能性』　※YouTube限定配信	 ５月９日（木）～
　　□第１回地域学校協働活動推進員･地域連携担当教職員等研修会　　　　
　　　『実践演習！「熟議」をファシリテート』	 ６月19日（水） 
　　□第１回市町村･公民館等職員専門研修
　　　『公民館と防災　～避難所設営の実際を学ぶ～』	 ７月24日（水）
　　□第２回市町村･公民館等職員専門研修
　　　『障害者の生涯学習支援　～車椅子の視点で街を見て、街を歩こう～』	 ８月28日（水）                                                                                   
　　□第３回市町村･公民館等職員専門研修
　　　『防災を通じた地域のつながりづくり』	 10月２日（水）

　 家庭教育支援指導者等研修　 ※会場はすべて生涯学習センター
　　【年間研修テーマ】　『学校・地域の「つながりの力」で保護者と子どもをサポートしよう』
      □第１回「学校・地域との連携で家庭教育を支えよう」 	 ５月30日（木）
　　　　　　                  　               
      □第２回「家庭での困り感や様々な課題に対応した家庭教育支援を進めよう①」 	 ７月11日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　                  
      □第３回「家庭での困り感や様々な課題に対応した家庭教育支援を進めよう②」 	 ９月26日（木）

      □第４回「保護者と子どもを応援するために支援チームができることを考えよう	 11月21日（木）

　 「秋田県生涯学習・社会教育研究大会」　 ※会場は生涯学習センター	 11月12日（火）

　市町村、学校等の課題解決に向け、要望のあった市町村等に生涯学習センター職員が出向き、
市町村等の職員と協働・研究して課題解決に取り組む。
　・「学校・家庭・地域連携総合推進事業」にかかるオーダーメイド型社会教育主事派遣（６年次）の充実
　・�「障害者の生涯学習支援モデル事業」にかかる障害者の生涯学習支援に関するオーダーメイド型社会
教育主事派遣（３年次）の充実

　「障害者の生涯学習」の理念に則り、共生社会の実現に寄与することを目的に学習活動を展開
する団体及び個人に対し、その活動の場を提供する。対象となる活動としては「障害者の生涯学
習」支援を内容とするもの、「障害者の生涯学習」について学ぶことを目的としたものの他、障害
当事者・介助者の参加を積極的に受け入れる工夫のあるものとする。

（１）研修事業の推進

（２）市町村等の課題解決に向けた取組への支援

（３）障害者の生涯学習に取り組む生涯学習団体への支援

　  2 研修・人材育成機能 
「持続可能な地域づくり」を目指す研修・支援の推進



　 あきたスマートカレッジ
　　地域課題や現代的課題に迫るあきたスマートカレッジを充実させる。
 　    【無料講座】
　　　　□地域づくり分野
　　　　　　Ａ　地域の取組学び講座～挑戦と新たな価値の創出～
　　　　　　Ｂ　熟議ファシリテーター講座～「熟議」をつくろう～
　　　　□現代的取組分野
　　　　　　Ｃ　障害者の生涯学習講座～学びを楽しもう～
　　　　　　Ｄ　防災講座～命を守るために～                       
  　   【有料講座】
　　　　□教養分野
　　　　　　Ｅ　東大史料編纂所協力講座～日本史のなかの戦争～
　　　　　　Ｆ　北条常久特別企画講座～戦争と文学  平和を求めてみんなで考えよう～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳細は、「あきたスマートカレッジ学習案内」参照　　
　　　　　　　　

　 生涯学習情報紙の発行
　　　「生涯学習センターだより」を年３回発行する。

　 生涯学習支援システム「まなびサポート秋田」の掲載情報の充実
　　�　 県及び市町村等の生涯学習講座等の情報、人材バンク情報を検索できるＷebサイト「まなびサ
ポート秋田」を開設し、関連する情報を提供する。

　「障害者の生涯学習」の理念に則り、共生社会の実現に寄与することを目的に学習活動を展開
する団体及び個人に対し、その活動の場を提供する。
　また、「あきたセカンドスクール推進事業」として、「障害者スポーツを体験しよう！（ボッチャ・
卓球バレー・バドミントン）」というプログラムを設けており、今年度も、 引き続き小・中・高校、
特別支援学校の「総合的な学習の時間（探究の時間）」、道徳、 体育、家庭科、福祉等の授業に対
応する。

　県民の学習成果の発表の場として、概ね一月ごとに展示会を開催する。

　「ブルーの窓口」にて学習相談に対応する。

　生涯学習のすすめ、生涯学習支援システム活用入門、インターネットの健全利用の３講座を
担当する。
　　

　視聴覚教材の市町村等への貸出及び県自作視聴覚教材コンクールを実施する。

（１）県民の生涯学習機会の充実　

（２）学習活動等の情報発信の充実

（３）「障害者の生涯学習」のための活動スペースの活用　

（４）展示スペースの活用促進　

（５）学習相談の充実

（６）県庁出前講座の実施

（７）視聴覚教育の充実

　  ３ 学習活動・情報発信
県民の生涯学習機会と学習情報発信の充実



◆沿　革 ◆職員一覧
昭和
	 52年	 6月	 秋田県生涯教育センター建設協議委員会発足
	 55年	 3月	 秋田県生涯教育センター落成　 
	 	 	 秋田県生涯教育センター設置条例制定
	 	 4月	 秋田県生涯教育センター開所   
	 	 	 開所記念行事挙行
	 	 7月	 「秋田県コミュニティ・カレッジ」開講(～ H10.3)
	 	10月	 秋田県生涯教育推進10周年記念事業
平成	
	 元年	 4月	 ｢秋田県生涯学習センター｣へ名称変更
	 2年	 9月	 秋田県生涯学習フェスティバル
	 	 	 　　秋田の生涯学習20周年記念開催
	 6年	 4月	 秋田県生涯学習センター分館「ジョイナス」開所
	 8年	12月	 生涯学習情報提供ネットワークシステム運用開始
	 10年	 4月	 「あきた県民カレッジ」開講(～ H20.3)
	 11年	 2月	 秋田県生涯学習センターWebサイト開設
	 12年	 4月	 秋田県生涯学習支援システム 
	 	 	 　　「生涯学習　Info Akita」 開設
	 18年	 4月	 分館「ジョイナス」の管理を委託
	 20年	 4月	 「美の国カレッジ」開講 ( ～ H24.3)
	 21年	10月	 秋田県生涯学習支援システム
	 	 	 　　「まなびサポート秋田」開設
	 22年	11月	 秋田県生涯学習センター開所30周年記念式典開催
	 23年	 4月	 分館「ジョイナス」を県民文化政策課に移管
	 24年	 4月	 「美の国アクティブカレッジ」開講（～H27.3）
	 	10月	 「行動人Webサイト」開設
	 27年	 4月	 「あきたスマートカレッジ」開講（～現在）
令和
	 元年	 7月	 北海道・北東北４道県生涯学習センター等研修交流会開催
	 ２年	11月	 開所40周年記念秋田県生涯学習・社会教育研究大会開催

◆令和５年度の利用状況

　  施設利用促進
　　�　生涯学習施設としての機能を充実させるとともに、利用者の安全と利便性の向上を目

指した施設運営に努める。

区　　分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

事

業

主催事業等 3,013 3,027 3,746 3,131 2,691 3,262 3,814 3,904 2,453 1,856 3,247 1,542 35,686

ホール利用等 225 216 286 241 185 250 173 213 150 168 193 151 2,451

小計 3,238 3,243 4,032 3,372 2,876 3,512 3,987 4,117 2,603 2,024 3,440 1,693 38,137

貸

館

1

号

教育団体 520 779 712 648 602 517 401 768 100 401 257 22 5,727

行政団体 24 100 0 0 30 0 0 0 0 0 60 20 234

その他 816 685 628 731 650 990 1,006 821 597 413 663 515 8,515

その他の団体 950 1,049 1,596 1,228 1,486 1,583 2,129 1,895 1,046 872 1,919 1,409 17,162

貸館合計 2,310 2,613 2,936 2,607 2,768 3,090 3,536 3,484 1,743 1,686 2,899 1,966 31,638

施設利用人数　総計 5,548 5,856 6,968 5,979 5,644 6,602 7,523 7,601 4,346 3,710 6,339 3,659 69,775

所 長
副 所 長

 【総務チーム】
主査（兼）チームリーダー
主 事
主 事
事 務 補 助
事 務 補 助
【学習事業チーム】
副主幹（兼）チームリーダー
主任社会教育主事
主査（兼）社会教育主事
社 会 教 育 主 事
社 会 教 育 主 事
社 会 教 育 主 事
社 会 教 育 主 事
社会教育主事補
社会教育主事補
学 習 相 談 員
学 習 相 談 員
事 務 補 助
事 務 補 助
シニアコーディネーター

松　岡　正　利
櫻　田　洋　子

真　田　郁　朗
悴　田　達　哉
加　藤　愛　梨
畠　山　万喜子
佐　藤　千登勢
　
柏　木　　　睦
長谷川　　　工
皆　川　雅　仁
工　藤　伸　也
布　施　久　典
佐　藤　隆　道
佐々木　克　巳
和　泉　洋　介
岩　本　甲　大
高　野　聡　子
八　柳　千佳子
鈴　木　希　子
安　原　将　樹
北　条　常　久
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施設利用の受付、管理・事務関係のフロア

少人数での研修・会議ができる各種研修室及び
和室45畳（30畳と15畳の２間続き）

講演会や大人数の研修会場として240人収容可能
な講堂

定員72人の第１研修室
第２研修室はパソコン17台設置

県内市町村の広報誌・生涯学習関係資料等の閲覧
ができる。障害者スポーツスペース、個人用の学
習机、多目的トイレあり。

地下ホールを生涯学習の場として提供。
詳しくは当センターまでお問い合わせください。
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至新屋

至能代

駐車場

駐車場

要 覧要 覧要 覧

　本県生涯学習及び社会教育推進の中枢機関として、県民の生涯にわたる学習
活動を支援するとともに、関係職員の資質向上を図り、市町村及び関係機関・
団体との連携・協働による『｢学び｣と｢活動｣の橋渡し』に努め、持続可能な地
域づくりの実現に寄与する。

秋田県生涯学習センター
Akita Prefectural Lifelong Learning Center

令和６年度

研修・人材育成 シンクタンク 学習活動　
・情報発信

～３機能のネットワーク化による地域及び現代的課題解決へのアプローチ～
【事業推進テーマ】

運営の基本方針

センターの３機能


